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１．研究計画の概要 

本研究は、同一発声者が特定の音声認

識（話者依存音声認識）システムを使用

した場合においても必ず毎回同一の音声

認識結果とならないという問題を取り扱

うものである。この個々人が同一内容を

発声したとしても、気分や発声環境によ

り変動（音声変動）する原因を解明し、

音声認識精度の変動を抑制することが本

研究の目的である。 
２．研究の進捗状況 

本研究は過去三年間（平成 19 年から 21
年）において以下の事を行った。 

• 特定話者の音声変動の解明および音声

変動と音声認識精度の関連 

発声時期や発声時間帯が異なることに

よる発声変動を明確することを目的に

以下の事を調査検討した。 

- 女性話者 1名、男性話者 1名の 1年

分の音声データを用いた連続音声

認識を行い、発声時間、発声時間帯

による音声認識精度の変動を調べ

た。 

- 認識結果とアンケート情報との相

関関係を調べ、特定話者の音声変動

が起こりやすい要因を調査した。 

- 特定話者の連続音声認識ではつか

みきれない音声変動を孤立単語音

声認識を行うことにより詳細な音

声変動の分析を行った。 

• 発声変動に頑健な音声認識手法の確立 

音声認識手法の確立のため、以下の手

法を提案、検討した。 

- 音響モデル選択による発話変動に

頑健な音声認識手法の検討 

- 発話時期、時間帯に適応した音響モ

デル学習による頑健性の向上。 

• 長期間特定話者音声データベースの構

築 

データベース処理に関しては、音声デ

ータ収集の際には発声者の負担軽減を

目的に一発話ずつ区切って録音せず、全

発話セットを区切らず録音し 1ファイル

として保存している。そのため、各発話

の切り出し作業が必要となるが、その作

業は人手で行った場合には多大の労力

と時間が必要となる。そこで、自動的に

これらの発話切り出し作業を行う手法

を提案し、ツールとして作成した。この

ツールを使用し、録音データのデータベ

ース化を 3年間で行った。 

また、録音時に行ったアンケート結果

もデジタル化を行った。 
 
３．現在までの達成度 

現在までに長短時間音声データベース
に関しては録音が大量に行え、これは当初
の予定通りに達成ができている。 
また、音声変動の分析を行う上では連続

音声認識結果との関連性のみならず、孤立
単語音声認識結果を行った点においては
計画より達成ができていると思われるが、
因子分解などの統計的手法による検討が
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今年度の課題である。 
頑健な認識手法の確立に関しては、音声

変動に追従する発声時間帯の音響モデル
の選択などで行えることが解っている点
より、達成を行えていると思われる。 

 
４．今後の研究の推進方策 

科学研究費補助金 若手研究(B)の補助
を頂き、研究する最終年となる平成 22 年
度は、変動に頑健音声認識手法の確立を目
指し検討を行う予定である。現在までは、
おもに音響情報に対し適応などを行って
いたが、辞書適応などの言語面の制約を行
う予定である。 
さらに、まだファイリングなどの音声デ

ータベース化が行えていないファイルに
対しデータベース化を行う予定である。 
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